
No.1

農産物の安全性・品質向上

番号 目的 取組事項 チェック欄

23
廃棄物をほ場やその周辺に放置せず処分している。

24

水源の確認と、大雨時に汚水の流入を防ぐために排水溝
を設けるなど対策・改善策を講じている。

No.2

環境保全

番号 目的 取組事項 チェック欄

25

農薬による環境負荷の低減 対抗性植物、輪作体系、防除ネットやマルチ栽培、除草作
業など病害虫の発生しにくい栽培環境づくりに取り組んで
いる。

26

土壌診断の結果や施肥基準をもとに適正な施肥設計を行
い、過剰な施肥を避けている。

27

堆肥などの有機物の施用などによる土づくりに取り組んで
いる。

28
エネルギーの節減 施設や機械・器具の定期的な点検・整備を実施し、必要の

ない照明や電源は切っている。

29

鳥獣害対策 有害鳥獣を寄せ付けないため、放任果樹の除去や侵入防
止柵を設置している。

30

農薬散布時には近隣農家・住民へ配慮している。

31
たい肥・鶏糞等は散布後速やかにすき込んでいる。

32
農業機械を使用する際は、時間帯等を考慮するなど、近隣
住民への配慮を行っている。

ほ場環境の確認と衛生管理

土壌の管理と保全

周辺環境への配慮
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